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公共土木施設等の
復旧・復興見通しについて

（建設水道課長）
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災害復旧事業(公災)の発注方針

区分 Ｒ７ 年度 Ｒ８ 年度 Ｒ９ 年度 Ｒ１０ 年度

上水道
道路の優先度及び上下水の被災
度を考慮した区域

その他地区の被災箇所

下水道

道路(町)
主要幹線道路（緊急輸送道路、
幹線１・２級町道）

不通道路

孤立集落、重要路線、地域拠点
へのアクセス道路 等

左記以外の道路

・集落内道路
・生活道路等

橋梁(町)

河川(町)

人家連担（近接）部で特に被害
が甚大な区間

農地、農業用施設部

左記河川における
R7年度～R8年度実施
以外の区間

概ね
完了

概ね
完了

概ね
完了きょうりょう



インフラ施設 復旧計画図

優先度 路線数 発注予定

優先度 Ａ 路線 11 路線 ７年度

優先度 Ｂ 路線 29 路線 ７～８年度

優先度 Ｃ 路線 12 路線 ８年度

優先度 下水発注予定

Ｒ７年度

Ｒ８年度

Ｒ９年度

発注予定の時期は、測量調査設計の進捗状況によって延期される場合があります。

普通河川 17 河川

橋梁架替 10 橋×

１級当目鶴町１号線



主要町道復旧計画



主要町道復旧計画



主要町道復旧計画



農林水産業施設の
復旧・復興見通しについて

（農林水産課長）
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災害復旧事業(公災)の発注方針

区分 Ｒ７ 年度 Ｒ８ 年度 Ｒ９ 年度 Ｒ１０ 年度

農林治山

各地区の営農ニーズを踏まえた
優先整備施設

避難路や幹線道路へのアクセス
路となる農道・林道

林地崩壊箇所

その他地区の被災箇所

漁業施設
漁業活動に不可欠な施設
背後集落に被害が及ぶ施設

その他地区の被災箇所 概ね
完了

概ね
完了





線の種類 工事着手路線

赤色 Ｒ７年度（６路線）

青色 Ｒ８年度（11路線）

緑色 Ｒ９年度以降（31路線）

林道 災害復旧路線位置図



治山工事位置図（34か所）

〇印の種類 事業名 入札準備 契約件数 完成

赤色 災害関連林地崩壊防止事業 ４件 ３件 ０件

青色 林地崩壊防止事業 ２件 13件 10件

緑色 林地荒廃防止施設災害復旧事業 ０件 ２件 ０件









教育施設の
復旧・復興見通しについて

（教育委員会事務局長）
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小学校施設の今後の見通し

施設名 Ｒ６ 年度 Ｒ７ 年度 Ｒ８ 年度 Ｒ９ 年度 Ｒ10 年度

宇出津小学校
復旧工事完了

鵜川小学校
現在工事中、Ｒ７年度中 完成予定

小木小学校
復旧工事完了（R7年10月）

柳田小学校
入札不調が続き現在工事内容等を再検討し応札方法を調査中

松波小学校
現在は仮設校舎、新築及び解体の実施設計中 仮設解体・グラウンド整備

仮設解体・ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ整備

以降



中学校施設の今後の見通し

施設名 Ｒ６ 年度 Ｒ７ 年度 Ｒ８ 年度 Ｒ９ 年度 Ｒ10 年度

能都中学校
復旧工事完了

小木中学校
復旧工事完了

柳田中学校 校舎と体育館は工事中 →Ｒ７年中に完成予定
外構工事は発注準備中 →Ｒ７年度中に完成予定

松波中学校
復旧工事設計中 → Ｒ８年３月までに復旧工事完了予定

以降



公民館施設の今後の見通し

公民館名 Ｒ６ 年度 Ｒ７ 年度 Ｒ８ 年度 Ｒ９ 年度 Ｒ10 年度

秋吉
現在新築工事発注準備中、Ｒ８年度 完成予定

不動寺
現在実施設計中、Ｒ８年度 新築及び解体工事予定

高倉・神野
鵜川・瑞穂
岩井戸

Ｒ８年度から順次建替えの設計・工事を進めて行く予定
（高倉 → 瑞穂 → 鵜川 → 神野 → 岩井戸）

【公民館全般】 全15公民館のほぼ全てにおいて、壁のクラックや駐車場の亀裂などの被害。公
民館等社会教育施設は今年度から国の災害復旧事業を開始。国に事業申請し順次復旧工事を進め
る。また、今後旧耐震基準の公民館（築40年越えが６公民館）建替を計画的に行う予定。

以降



児童施設の
復旧・復興見通しについて

（健康福祉課長）
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施設名 Ｒ６ 年度 Ｒ７ 年度 Ｒ８ 年度 Ｒ９ 年度 Ｒ10 年度

柳田保育所
復旧工事完了、Ｒ７年度 外構工事完了予定

こどもみらい
センター 河川災害復旧工事との調整後、Ｒ８年度 復旧工事予定

まつなみキッ
ズセンター Ｒ７年度 修正実施設計、Ｒ８年度 新築（改築）工事予定

Ｒ９年度 解体工事予定

児童施設の今後の見通し

以降

解体工事予定



公共施設個別施設計画見直し
について

（企画財政課長）
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公共施設個別施設計画の検討概要



公共施設個別施設計画の検討概要



公共施設個別施設計画の検討概要

〈県内市町の住民１人あたりの施設延床面積〉

公表されている直近の数値では、住民１人あたりの建築系公共施設及びその他建築系公共

施設（医療施設を除く）の延床面積は11.73㎡と県内で最も多く、県平均の 2.4 倍程度と
なっています。



公共施設個別施設計画の検討概要



施設名 再編手法
再編手法までの
施設のあり方

留意事項
将来の方向性

能都体育館

柳田体育館

内浦体育館

建物：除却

機能：集約化(新設)

既存の施設は除却する

新体育館建設までは、現
状どおり一般開放してい
る学校体育館での対応と
する

能都(半壊)、柳田(一部損壊)
内浦(一部損壊、津波被害)

全て旧耐震施設

既存の３体育館は除却し、総
合体育館を整備

総合体育館の整備場所は、柳
田植物公園内で検討し、屋内
プール・武道館と集約

能都野球場
建物：除却

機能：集約化(既設or新設) 
能都と柳田は、震災前と
同様の利用とする

内浦野球場を含めた内浦
総合運動公園は、当面の
間復旧工事の資材置き場
等として使用する

当面は被災程度・利用状況等
も踏まえ柳田野球場を維持し
集約化

野球場の再整備方針は今後の
利用状況等も踏まえ検討

柳田野球場
建物：維持or除却

機能：集約化(既設or新設) 

内浦野球場
建物：除却

機能：集約化(既設or新設)

体育施設の再編手法･方向性(案)
【所管：教育委員会事務局】



施設名 再編手法
再編手法までの
施設のあり方

留意事項
将来の方向性

能登七見健康
福祉の郷
「なごみ」

建物：除却

機能：複合化・集約化
(既設or新設)

既存の施設は除却し、跡
地利用を促す

食堂、和室部分は施設利
用の公募を行い、応札が
なければ除却する

温泉とプール(大規模損壊)
食堂と和室など(一部損壊)

各小学校のプール機能を複合
化し、総合体育館内に屋内
プールを整備

温浴機能については民間によ
る運営や他施設へ集約化

※温泉とプール棟は除却
※復興期において、民間の活
用状況から和室と食堂部分な
どを残すことも検討

七見デイサー
ビスセンター
(なごみ併設施設)

建物：
維持(譲渡･貸付)or除却

機能：廃止

施設利用の公募を行い、
応札がなければ除却する

被災程度が小さいため、譲渡、
貸付を検討

福祉施設の再編手法･方向性(案)
【所管：健康福祉課】



施設名 再編手法
再編手法までの
施設のあり方

留意事項
将来の方向性

国民宿舎能登
うしつ荘

建物：民間譲渡or除却

機能：
集約化(やなぎだ荘)

震災前と同様に維持

民間参入を優先(宿泊機能が
メイン)

宿泊施設に対する補助金制度
の創設など、企業誘致に向け
た取組を進める

国民宿舎能登
やなぎだ荘

建物：
【宿泊棟】更新or除却

【御前】除却

【温泉】複合化or除却

機能：
【宿泊棟】

集約化(うしつ荘)

【温泉】
複合化(笹ゆり荘)

宿泊棟は維持とするが、
当面の間は復旧・復興事
業者の宿泊を優先する

温泉部分は、震災前と同
様に維持する

宿泊棟(一部損壊)
御前(全壊)

民間参入を優先(宿泊･温泉機
能)

宿泊施設に対する補助金制度
の創設など、企業誘致に向け
た取組を進める

温泉施設として考えた場合、
民間参入を優先

笹ゆり荘との複合化等検討

観光施設の再編手法･方向性(案)
【所管：ふるさと振興課】



施設名 再編手法
再編手法までの
施設のあり方

留意事項
将来の方向性

ふれあいの里
施設
(レストラン花菖
蒲、ふれあいハウ
ス、合鹿庵、売
店)

建物：
【合鹿庵・売店】維持

【花菖蒲】民間譲渡

【ふれあいハウス】転用

機能：維持･集約化･転用

震災前と同様に維持

ふれあいハウスは屋内
遊具施設として改修

合鹿庵、売店は維持

レストラン花菖蒲は民間に
よる利活用を検討

ふれあいハウスは屋内遊具
施設へ転用

観光施設の再編手法･方向性(案)
【所管：ふるさと振興課】



復興公営住宅の整備計画
について

（復興住宅課長）
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整備方針

『能登町復興計画』(令和７年２月策定)で定める「再生と創造に向けた
５つの柱」の分野別取組「くらしと地域コミュニティの再建」に位置づ
ける「復興(災害)公営住宅の整備」を達成するため、「石川県復興公営
住宅整備指針」を基に、地域特性や新しいコミュニティ形成、高齢者・
障がい者等に配慮しつつ、安全・安心な生活環境が持続する、良質な住
まい(復興公営住宅)を供給するものです。

全体計画の
目 標

整備計画期間は能登町復興計画を基に、被災世帯の意向を確認した上で、
ニーズに対し過不足のない復興公営住宅を整備します。

考 え 方
被災者ニーズとともに、能登町の都市構造や公的住宅ストックの状況お
よび将来の住宅需要を見越して、地区別の供給戸数を計画します。

既存公的住宅
戸 数 ２１５ 戸 (令和７年９月時点 用途廃止予定を除く)

整備計画
戸 数

戸 (令和７年度に実施した意向調査の結果より供給戸数を設定）

整備地区設定
整備地区設定や具体的な整備場所は、意向調査において被災世帯が希望
された地域・地区を基に、生活の利便性や住環境を重視し選定します。

２６０

復興公営住宅の基本的な整備の考え方（全体計画）



柳田校区
既存公的住宅：50 戸

鵜川校区
既存公的住宅：42 戸

宇出津校区
既存公的住宅：90 戸

松波校区
既存公的住宅：21 戸

小木校区
既存公的住宅：12 戸

70戸

58戸

32戸

80戸
（内、白丸20戸）

20戸

復興公営住宅整備戸数

校区別戸数

校区名
計画戸数

（R7.11時点）
既存公的
住宅戸数

将来公的住宅
ｽﾄｯｸ総数

宇出津 校区 ５８ 戸 90 戸 １４８ 戸

鵜川 校区 32 戸 42 戸 74 戸

柳田 校区 ７０ 戸 50 戸 １２０ 戸

松波 校区 白丸以外 60 戸 21 戸 81 戸

白丸 20 戸 ― 20 戸

小木 校区 20 戸 12 戸 32 戸

合計 ２６０ 戸 215 戸 4７５ 戸



意向調査結果による整備戸数の整理
■能登町復興公営住宅整備戸数 
○令和7年度 第２回能登町住まいの再建意向調査 結果概要 

 （配布数 1,481票、回収数 911票、回収率 61.5％） 

A 票：入居希望調査 B票：住まいの再建状況調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入居希望あり

255件 

（A票回答） 

 

 

入居要件該当

206件 

（全体調査票で 1～

6を適切に回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入居要件不明

38件 

 

 

 入居要件非該当

11件 

入居希望なし 

656件 

 
（A 票に回答があるが、B票で明確な再
建意向があるもの（５件）、入居希望人数
「0」（１件）は入居希望なしと判断） 
 

未回答 

570件 

 

 

配布総数 1,481票 

○入居要件該当及び不明で入居希望あり（244件（206＋38）） 

送付先 送付数（A） 
回答数（B） 

回収率（B/A） 

入居希望数（C） 

入居希望率（C/B） 

建設仮設  532 419 （78.8％） 208 （49.6％） 

みなし仮設  134 91 （67.9％）  16 （17.6％） 

県内外の公営住宅・長期

避難世帯・自主避難者 
  28  13 （46.4％）   2 （15.4％） 

半壊以上世帯（上記除く)  787 376 （47.8％）  18 （ 4.8％） 

送付先不明※ - 12 （-） - 

合計 1481 911 （61.5％） 244 （26.8％） 

 

復興公営住宅の調査結果戸数は、244戸 

※「A票に回答がある世帯（255件）」を入居希望があると判断のうえ、「入居要件に該当しない世帯（11 件）」を除いた 

244件 

2025.11.25 時点  

校区別 
調査結果 

戸数 

計画 

戸数 
地区別 

詳細計画 

戸数 

住戸 

形式 

入居時期 

（予定） 

整備 

状況 

宇出津 57 58 

宇出津第 1団地 
 （旧しらさぎ保育所） 

30 中層共同 Ｒ９年４月 設計中 

宇出津第2団地 
 （漆原町） 

8 低層長屋 R９年度 用地交渉中 

宇出津第3団地 
 （濵町） 

16 中層共同 R１０年度～ 
護岸・道路 

工事完了後 

宇出津第4団地  

（大竹町） 
4（1） 低層長屋 R１０年度～ 

護岸・道路 

工事完了後 

鵜川 32 32 

鵜川団地 
 （鵜川支所裏） 

24 低層長屋 R１０年度～ 用地検討中 

瑞穂団地 
 （旧瑞穂小中学校跡地） 

8 低層長屋 R９年度 
発注方式 

検討中 

柳田 55 70 

柳田第 1団地 
（天坂及び五郎左エ門分） 

52（15） 低層長屋 Ｒ１０年４月 公募準備中 

柳田第2団地 
 （建設仮設やなぎだ第 1団地） 

18 低層長屋 R１１年度 
他団地 

完成後 

松波 80 80 

松波第 1団地 
 （旧サロニカ駐車場跡地） 

27 中層共同 Ｒ９年４月 設計中 

松波第2団地 
 （旧シメノドラッグ跡地） 

24 低層長屋 R９年度 用地交渉中 

松波第3団地 
 （建設仮設まつなみ第2団地） 

9 低層平屋 R１１年度 
他団地 

完成後 

白丸 20 低層長屋 R９年度 
基盤 

設計中 

小木 20 20 小木 20 低層長屋 R１０年度～ 用地検討中 

合計 244 260  

凡例： （  ）内は調整戸数を示す（内数）。 

 

校区別 公民館名 
第一 

希望 

第二希望 

以降 

高台 

希望 

払下げ 

希望 

宇出津 

宇出津 52 14 1 1 

高倉 1    

神野 3   2 

三波 1 4   

鵜川 
鵜川 24 7 4 1 

瑞穂 8 5   

柳田 

柳田 25 21  2 

上町 25 15  1 

小間生 3 5   

岩井戸 2 3   

松波 

松波 57 8 1 7 

秋吉 2 2   

不動寺 1 2  1 

白丸 20 2   

小木 小木 20 7 1 2 

合計 244  6 17 

 

調査結果戸数 

○校区・公民館別の計画戸数（案） ○意向調査結果（校区・公民館別の詳細状況（244件）） 



校区・公民館別の計画団地一覧

※（ ）内、調整戸数を示す（内数）

校区別
計画
戸数 地区別

詳細計画
戸数

住戸
形式

入居時期
（予定）

整備
状況

宇出津 58

宇出津第1団地 （旧しらさぎ保育所） 30 中層共同 Ｒ９年４月 設計中

宇出津第2団地 （漆原町） 8 低層長屋 R９年度 用地交渉中

宇出津第3団地 （濵町） 16 中層共同 R１０年度～
護岸・道路
工事完了後

宇出津第4団地 （大竹町） 4（1） 低層長屋 R１０年度～
護岸・道路
工事完了後

鵜 川 32
鵜川団地 （鵜川支所裏） 24 低層長屋 R１０年度～ 用地検討中

瑞穂団地 （旧瑞穂小中学校跡地） 8 低層長屋 R９年度
発注方式
検討中

柳 田 70
柳田第1団地 （天坂及び五郎左エ門分） 52（15） 低層長屋 Ｒ１０年４月 公募準備中

柳田第2団地 （建設仮設やなぎだ第1団地） 18 低層長屋 R１１年度
他団地
完成後

松 波 80

松波第1団地 （旧サロニカ駐車場跡地） 27 中層共同 Ｒ９年４月 設計中

松波第2団地 （旧シメノドラッグ跡地） 24 低層長屋 R９年度 用地交渉中

松波第3団地 （建設仮設まつなみ第2団地） 9 低層平屋 R１１年度
他団地
完成後

白丸 20 低層長屋 R９年度
基盤
設計中

小 木 20 小木 20 低層長屋 R１０年度～ 用地検討中

合 計 260 13団地

２０２５.１１．２５時点



松波校区｜団地全域
２０２５.１１．２５時点



松波第１団地（旧サロニカ駐車場跡地）
２０２５.１１．２５時点



松波第２団地（旧シメノドラッグ跡地）



松波第３団地（建設仮設まつなみ第２団地跡地）



松波校区｜白丸団地（建設仮設しろまる団地周辺）
２０２５.１１．２５時点



地区別復興
まちづくり計画について

（復興推進課長）

07





意見交換

地区別復興まちづくり計画案

01

02

03

04

インフラの復旧・復興の見通し

公共施設個別計画の見直し案

復興公営住宅の整備計画案



本日はありがとうございました。

お気をつけてお帰りください。


